
福岡県の薬物乱用防止対策について

福岡県保健医療介護部薬務課
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令和５年度福岡県薬物乱用防止講習会講師団講師研修会
令和５年１１月９日（木）



本日の内容

１ 薬物乱用の現状

２ 薬物乱用防止啓発事業（令和５年度）

３ その他の取組

４ トピック
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１ 薬物乱用の現状
〇全国の現状

〇福岡県の現状
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H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

検挙人員 13,292 13,437 13,887 13,841 14,019 14,322 13,860 14,567 14,408 12,621

〇全薬物事犯検挙者数 （人）

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

検挙人員 11,127 11,148 11,200 10,607 10,284 10,030 8,730 8,654 7,970 6,280

〇覚醒剤事犯検挙人員 （人）

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

検挙人員 1,616 1,813 2,167 2,722 3,218 3,762 4,570 5,260 5,783 5,546

〇大麻事犯検挙人員 （人）

日本で最も検挙人員が多い違法薬物

令和４年度は減少に転じたものの依然として高い水準
「大麻乱用期」であることが確実と言える状況

出典：R4.6.28 厚生労働省発表資料より
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薬物乱用の現状（全国）



覚醒剤事犯の現状（福岡県）

○ 覚醒剤事犯の検挙者数は高い水準で推移しており、その依存性の
強さから再犯者数も多い。 5

（福岡県警察本部薬物銃器対策課、少年課調べ）



大麻事犯の現状（福岡県）

○ 福岡県内の大麻事犯検挙者数は平成２７年以降増加がみられ、令
和４年は３４９人と高い水準にあり、若年層（３０歳未満）の使用率が
約７割を占めています。 6

（福岡県警察本部薬物銃器対策課、少年課調べ）



２ 薬物乱用防止啓発事業
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（令和５年度）
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令和３年 大麻を使用した少年に対する実態調査
（福岡県警）

（福岡県警察本部少年課「令和３年 大麻を使用した少年に対する実態調査結果」）

有害性の認識、誘いに対する拒絶意識を高める取組強化が必要。

〇 令和３年に福岡県警が少年の検挙者に実施した調査では、大麻の有
害性の認識は「なし」が６９％と危険性が軽視されていること、大麻を始
めたきっかけは６５％が「誘われて」であることが判明しています。



9

大麻乱用防止啓発動画について

○若年層に大麻の誘いへの対処法を学ぶきっかけとなるよう、「大麻の誘いへの
対処法」を伝える４本の大麻乱用啓発動画と、ポスターを作成しました。

〇 本動画は、リリックビデオの手法を取り入れた１本１５秒のアニメーション動画
となっており、短時間で大麻の誘いからの対処法に興味をもってもらう内容となっ
ています。
〇 １１月１日よりYouTubeチャンネル「No Drugs Fukuoka」で公開し、順次SNS
（YouTube、TikTok）に広告を掲載して、若年層を動画の視聴に誘導します。

【動画内のあるシーン】
「何の広告だろう？」と興味を引き、見続ける

と実は大麻の誘いだったと後から気付かせる
内容になります。

※動画公開後、順次SNS（YouTube、TikTok）に広告を掲載し、３４歳以下の若年層を
動画の視聴に誘導します。
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大麻乱用防止啓発動画について

・大麻の誘いへの対処法を示した動画になります（１５秒×４本）。

・大麻の誘いは身近にあり、対処法は場面毎に使い分けが必要です。誘い
を断るだけが手段ではありません。大麻の誘い方への対処法について興味
を持ってもらい、調べるきっかけとなる動画になることを期待しています。
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ポスターについて

若者が目につく場所にポスターを掲示し、ポスターの内容に興味を持った人が、QRコードを
読み取ることで当該YouTubeチャンネルにアクセスでき、動画の視聴に誘導します。

【掲示場所】
JR、地下鉄（一部区間）の中吊り広告、各学校（高校、大学、専門学校等）、福岡県内のローソン



３ その他の取組
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〇薬物乱用防止啓発リーフレット
〇若者向け大麻乱用防止啓発動画
〇F-CAN
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福岡県薬物乱用対策推進本部
（福岡県・福岡県警察・福岡県教育委員会）

薬物乱用防止啓発リーフレット

福岡県薬物乱用対策推進本部
（福岡県・福岡県警察・福岡県教育委員会）

薬物乱用防止啓発リーフレットについて

大麻乱用防止啓発 薬物乱用防止啓発（薬物全般） 薬物乱用防止啓発（小学生向け）



薬物乱用防止啓発リーフレットについて
令和４年３月発行、内容、イラストを一新しました！

リーフレットの提供をご希望の場合は
電話０９２－６４３－３２８７ 又は 下記メールアドレスまでご連絡ください。
連絡先メールアドレス：no-drugs@pref.fukuoka.lg.jp
①送付先（郵便番号、住所及び氏名）、②連絡先（TEL）、③使用目的、④必要部数
を記載してください。

従来と異なり、表紙は恐ろしさではなく、手に取りやすさを重視

市販薬・処方薬の内容を追加
（近年、１０代の乱用が懸念されている）
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薬物乱用防止啓発リーフレットについて

誘われたら薬物を使ってしまいそうな少年、既に薬物を使っ
ている少年を想定した内容としています。
単に薬物の危険性を伝えるだけではなく、何らかの生きづら
さや孤独を抱える少年に寄り添う内容としました。

県警少年課と連携
して作成
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・大麻乱用の実情、健康影響、困った時に相談
することの大切さを学ぶ。
・大麻を使ったらどうなるのか？についてのクイ
ズに挑戦！

大麻乱用防止教育用動画について

・少年たちが大麻を使ってしまったきっかけ、誘
いから身を守るコツを学ぶ。
・トークアプリ、対面の場面での誘いを想定し、断
ることに挑戦！

【大麻による健康影響編】（約１４分）

【大麻の誘いへの対処編】（約１８分）

〇 中学生と専門家によるトーク番組風であることが特徴。
〇 中学生がクイズや実践に挑戦しながら学ぶ。
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動画の活用について

【県内中学校への動画の提供】
福岡県内の中学校には、令和４年１２月中にDVDを配布しました。

【活用の機会】

①薬物乱用防止教室（外部講師）
（例）動画の上映＋講演

②教員によるクラス単位の授業 ※教員向け参考資料あり

中学校から薬物乱用防止教室の
依頼があった場合は、本動画の
活用について学校とご相談いただ
きますようお願いします。

【動画の掲載場所】

・麻薬係のYouTubeチャンネルにアップロードしています。
・福岡県薬物乱用防止啓発サイトに動画をアップロード

※希望される講師の先生に、DVDの貸出も対応できます。
薬務課麻薬係（092-643-3287）に相談してください。
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若者向け大麻乱用防止啓発動画について

○若年層に「大麻の誘いに対する断り方」を伝える動画を作成し、福岡県薬物乱
用防止啓発サイトで公開（令和４年１月～）
「大麻での逮捕編」「先輩からの誘い編」「学校での誘い編」の３種
○福岡県警の警察官や福岡県立大学の学生が出演協力
○福岡県出身のゲーム再現動画クリエイター（駒沢アイソレーション）を起用した
ゲーム風動画

福岡県薬物乱用防止啓発サイト

https://www.no-drugs-fukuoka.jp/

福岡県 薬物 検索

＜動画中のシーンの例＞
「大麻での逮捕編」怪しい人物に大麻を勧められる。

「TAIMA HAZARD」

のバナーをクリック
すると動画を視聴で
きます。

ゲーム特有のカメラワークにより、ゲームの世界に入り込んだ
ような感覚で視聴できます！



 

 

①イラストを多く取り入れ、親しみやすい！

②少年期の日常の中にある大麻使用の引き金
（きっかけ）を見つける！ ③対処法のコツが分かる！

ワークブックの例示と特徴

（タイトルに込められた意味）
Fukuoka 福岡という地において
Connection 人と人のあたたかな結びつきを取り戻し
And そして
Navigation 自分自身を明るい未来に向かってナビで

きるようになろう

少年用大麻再乱用防止ワークブック(F-CAN)の作成
（県薬務課）

名称：Ｆ－ＣＡＮ（エフキャン）
～君ならできる！～

薬物依存関連分野の専門家や関係機関の協力を経て、全国初の少年用大麻
再乱用防止ワークブック（F-CAN）を作成しました。

【F-CANの表紙】
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県警少年サポートセンターが立ち直り支援のノウハウを活かしながら、ワー

クブックを用いて、マンツーマンでプログラムを実施する。

＜実施機関＞県警少年サポートセンター

＜対象＞ 福岡県在住の１９歳以下の少年（性別は問いません）

少年用大麻再乱用防止プログラムの実施
（県警少年課）
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大麻乱用少年（検挙補導）

少年院 保護観察所 警察署

保護観察

仮退院
保護観察

送致 不処分等

県警少年課

受講相談
（電話・HP等）

県薬務課

協力依頼 紹介 受講調整

大麻乱用少年（相談）

②薬物をやめたい少年
（相談による受講）

①薬物事犯で検挙補導された少年



４ トピック
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令和5年10月24日臨時国会提出



大麻取締法の改正について
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ポイント①

ポイント②

大麻等の「施用罪」（使用罪）の適用

大麻草から製造された医薬品の使用が可能に

○ 大麻やその有害成分「テトラヒドロカンナビノール（THC）」が麻薬と位置づけられ、
麻薬及び向精神薬取締法の規制対象となる。
○ 法改正後、大麻の不正な使用・所持への罰則は「７年以下の懲役」。
○ 大麻草由来製品（CBD製品等）への規制として、製品に残留するTHCの残留限度
値が設けられる。
○ 「使用罪がない＝大麻を使用してもよい」という誤ったメッセージをなくし、大麻乱用
の拡大の歯止めにもつながることが期待される。

○ 大麻取締法第４条の「大麻から製造された医薬品の施用禁止」が削除。
○ 未だに有効な治療法がない患者の医療ニーズを解消する意義。

ex.欧米の難治性てんかん治療薬「エピディオレックス」（カンナビジオール）

改正法の施行等

○ 施行時期：2024年施行の見通し（公布日から１年を超えない範囲内で政令で定める日）
※大麻草栽培者免許の区分等、一部の改正は公布日から２年を超えない範囲内で政令で定める日に施行

○ 大麻取締法は法律名が「大麻草の栽培の規制に関する法律」に変更、栽培許可に
関する規制法となる。

（注）この資料は令和5年10月24日閣議決定資料を基に作成
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市販薬の過剰摂取（OD）について

市販薬の過剰摂取（OD：オーバードーズ）とは

・治療目的ではなく、大量の医薬品を短時間で服用すること。
・自殺目的や非日常感を体感したという好奇心など、様々な理由で使用する。

全国の精神科医療施設における薬物依存症の治療を受けた１０代患者の「主たる薬物」の推移
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参考：全国の精神科医療施設における薬物関連精神疾患の実態調査（2022年）

若者の間で市販薬の乱用者の割合が増加しています
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市販薬の過剰摂取（OD）について

・乱用等のおそれのある医薬品の販売時には、次の事項を確認し、その結果を
踏まえ、薬効分類ごとに１人１包単位（１箱等）を販売する必要がある
①氏名と年齢（若年者への販売時のみ）
②他の店舗からの購入状況
③購入理由（適正使用のために必要な数量以上の購入希望時のみ）

薬局や薬店に対する適正販売に関する周知
（令和５年２月８日厚生労働省医薬・生活衛生局長通知）

薬の過剰摂取実態を調査へ 令和５年１１月２日朝刊 一部抜粋

武見厚生労働相は１日の参院予算委員会で、市販の風邪薬や医師から処方され
る睡眠薬などを過剰摂取する「オーバードーズ」が若者を中心に問題化している
ことに関し、厚労省として実態調査に乗り出す考えを示した。・・・・

市販薬の過剰摂取に対する取り組みについて

・市販薬の乱用が増加していることに対して、対策をしていく必要がある。

・先生方には、授業の中で、薬物乱用防止についてお話をする際には、市販薬
の過剰摂取が問題になっていること。市販薬は正しい使い方をしないと、危険
であることを伝えてほしい。
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お願い

薬物乱用防止講習会依頼者（学校・地域等）

福岡県薬物乱用防止講習会講師

福岡県薬物乱用対策推進本部（保健医療介護部薬務課）

福岡県薬物乱用防止講習会講師の派遣手続き
～～講師派遣から実施報告まで～～

①派遣依頼
（別紙様式１）

②講習会実施

③実施報告
（別紙様式２）

依頼者（学校等）は、講習会実施後、すみやかに実施報告書を薬務課宛てに提出
していただくことが必要ですが、失念されているケースがあるようです。

講習実施後、報告書の提出が必要であることを依頼者にお伝えいただけますと幸
いです。
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ご清聴ありがとうございました！！


